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研究成果の概要（和文）： 　本研究の目的は, インターナショナルスクールから端を発し生徒の多様性に基づ
きながら, 包括的な資質・能力の涵養をおこなう「IB教授モデル」の特質を特定することである。研究の結果,
「IB教授モデル」を支える主要な教育理論として, 1. 物事の表面的な理解にとどまらず、本質的な部分に迫る
よう、概念の理解を深めるように構成されていること(「概念型学習」). 2. カリキュラムで到達すべき最終ゴ
ールから逆向きに授業が設計されている(「逆向き設計論」)。3. パフォーマンスの程度を諮るためのルーブ リ
ック(評価指標)が生徒に示されている(「パフォーマンス評価」)の特質を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：  The purpose of this study is to identify the characteristics of the "IB 
Teaching Model. This teaching model is characterized by its ability to respond to the diversity of 
students and to cultivate competencies.
   As a result of our research, we identified the following three main educational theories that 
support the IB Teaching Model:  1. the curriculum is structured to deepen the understanding of 
concepts so that students can not only understand things superficially but also get to the essential
 parts of things ("Concept-Based Curriculum and Instruction").  2. the lessons are designed in a 
backward direction from the ultimate goal to be achieved in the curriculum ("Backward Design"); 3. 
the degree of performance is reviewed. 3. the rubrics for performance assessment are presented to 
students ("Performance assessment").

研究分野：教育社会学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 現行学習指導要領の指針にてアクティブラーニングの導入が明記され学習者の主体的な学 びの促進が期待され
る一方、これまで以上に意欲/学力格差の拡大も懸念される。従来の学力の獲得よりも「資質・能力」の獲得は
目に見え づらく、個人のパーソナリティや価値観、態度までも含む広い概念であるため、能力獲得が 難しいこ
とや学習者の家庭的背景に起因しやすいとの懸念を指摘を受け、本研究では、多様な文化的・社会的背景をもつ
生徒が学校内の授業において「資質・能力」の育成できるように「IBの教授モデル」の特質を特定し、日本の学
校にて活用できるよう「IB型指導案フォーマット」の開発を行なった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 2019 年改訂学習指導要領の指針にてアクティブラーニングの導入が明記され学習者の主体的
な学びの促進が期待される一方、これまで以上に意欲／学力格差の拡大も懸念されている。 
家庭的背景による学力格差は教育社会学の主要なテーマである（Bernstein, B. 1978, 1996, P. 
Bourdieu , P. and Passeron , J.C. 1964 等）。日本でも、過去 10 年ほどの間にそれを示す実証的
研究が増えてきており（苅谷・志水 2004 他）、それに伴い、家庭的背景の恵まれた子どもがど
のようにして高い学力を獲得しているのか、そのメカニズムを明らかにするために、学習時間、
学習意欲、学校外学習に注目した研究（お茶の水女子大学 2014）や、厳しい社会的・経済的・
文化的背景をもつ状況にありながらも学力格差是正に効果を上げ続けている学校を特定し「効
果のある学校」としてその特徴を示す研究（志水 2009）などその解消に向けた研究が行われて
きている。しかしながらこうした状況に加え、今後更なる学力格差の増大が懸念されている。そ
れは知識基盤社会の到来により、従来の「知識」重視の学力観からより包括的な「資質・能力」
を育成することを目指す学力・能力観への移行による。本田（2005）によれば、従来の学力の獲
得よりも「資質・能力」の獲得は目に見えづらく、個人のパーソナリティや価値観、態度までも
含む広い概念であるため、能力獲得が難しいことや学習者の家庭的背景に起因しやすいとの懸
念を指摘している。 
これを受けて本研究では、学力格差是正策のための他のアプローチの一つとして、同じ教室内
に、異なる背景・ニーズをもつ子どもが共存するという前提に立ち「資質・能力」を育成する教
育方法（の開発・強化）に着目する。「学力格差」の問題を家庭的背景など学校外の問題にのみ
結びつけるのではなく、社会的・経済的・文化的背景や個々のニーズと同様、生徒がもつ「多様
性」や「学習者主体」の概念から捉え直すことにより、教育方法開発の文脈から改めて検討する。 
 
２．研究の目的 
本研究は、異なる背景・ニーズをもつ子どもが共に学ぶインターナショナルスクールで開発さ
れた教育プログラム「国際バカロレア（International Baccalaureate、以下、IB とする）」に注目
し、そこで展開される多様性や差異を強みとする教育手法の可能性を探ることを目的とする。こ
れを「IB 教授モデル」として抽出し、その特質や構造を解明することで画一的と指摘される日
本の教育への適応可能性、すなわち、日本でも教育課題として挙がっている (1)「資質・能力」
を涵養すること、(2)学習者への多様性への配慮、に対応する教育方法の IB認定校以外の教育現
場への適応可能性についても検討を行う。 
 
３．研究の方法 

 本研究の方法として定性的調査手法である「指導の差別化」概念（Ex: 「Tomlinsonモデ

ル」）を用いた。学習者のニーズを満たすための差別化した指導の具体的プロセスや構成要

素を明らかにすることが期待される。これは、これまでの教育社会学が「ブラックボックス」

として扱ってきた定量的調査で見逃されがちであった教室内部の様子をもとに実証的デー

タとした。なお、「Tomlinsonモデル」とは、米国のトムリンソンによって開発されたモデ

ルであり、学びの履歴や興味関心の異なる学習者へ対しての適切な応答について授業実践

を細かく細分化（内容、手順、影響、学びの環境等）することで検討する手法である。歴史

的にみて、メインストリームから外れ極めて厳しい状況のなか、子どもの「多様性」や「個

別性」を強みとして戦略的に教育実践を積み上げてきた国際理解教育の分野の教員の取り



組みに注目し、「IBの教授モデル」として特質を明らかにすることを目指した。 
 
４．研究成果 

 研究の結果、「IB教授モデル」を支える主要な 3つの教育理論の存在を複数科目の分析、教員
へのインタビュー及び授業参観を通して確認した。第一に、物事の表面的な理解にとどまらず、
本質的な部分に迫るよう、概念の理解を深めるように構成されていること(すなわち、「概念型
学習（Concept-Based Curriculum and Instruction）」の存在)。第二に、カリキュラムで到達す
べき最終ゴールから逆向きに授業が設計されている(すなわち、「逆向き設計論（Backward 
Design）」の存在)。第三に、パフォーマンスの程度を諮るためのルーブリック（評価指標）が
生徒に示されている(すなわち、「パフォーマンス評価（Performance assessment）」の存在)で
ある。 
こうした「IB 教授モデル」の核となる教育理論の存在を明確化してうえで、もう一つの課題
であった IB 認定校以外の日本教育現場での適応可能なのかについて検討した。現行の学習指導
要領の方針を明らかにしたうえで、「IB 教授モデル」で用いられる諸教育理論を援用する新た
な学習指導案（「IB型指導案フォーマット」と命名した）の開発を行なった。この「IB型指導
案フォーマット」は、全教科での活用が可能であり、(1)「資質・ 能力」を涵養すること、(2) 
学習者への多様性への配慮、に対応する教育方法の実施が可能である。一連の研究成果は、編著
『国際バカロレア教育に学ぶ授業改善：資質・能力を育む学習指導案のつくり方』(北大路書房)
として刊行した。 
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